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本号も力のこもった多くの原稿をいただいた．村垣善浩先生からは光線力学的療法

の作用機序や臨床，今後の展開について解説をいただいた．嵯峨健広先生からは，

ICG videoangiographyの原理と脳神経外科手術についての論文をいただいた．既に本

邦で汎用されている ICGではあるが，現状の課題を克服することにより，定量的評価

法となる日が待たれる．このように総説も，最近の編集方針に基づいて，読者にとっ

て有益な最新の診断治療に関する充実した論文が掲載されている．ギリアデル®留置

後の有害事象の検討を行った吉田論文や高精細体外視鏡とナビゲーションシステムを

用いた手術法についてのテクニカル・ノートである長谷論文も興味深い内容である．

「扉」では，清水宏明先生が地域包括ケアや在宅医療を取り巻く問題について，大

切な問題提起をされている．脳卒中の地域連携が声高に叫ばれるようになり久しい．

病院を層別化し，急性期から回復期，そして維持期と，医療資源を効率的に利用する

シームレスな地域連携により，たしかに脳卒中医療は改善したと思われる．しかし，

それだけでよかったのだろうか．厚労省は地域連携に続く政策として在宅医療の推進

を強く打ち出すようになった．これは清水先生ご指摘のように「経済的な必要性を前

面に」立てたものである．しかし，この政策には皆が気づいていない，あるいは気づ

かないふりをしている暗点がある．日本は，高福祉高負担なのか，中福祉中負担なの

か，あるいは低福祉低負担なのか，という社会モデルについての国民的コンセンサス

がないままに，経済効率の議論のみで少子高齢社会に突入している．当然のことなが

ら在宅医療を支える「介護の担い手世代」の人口は明らかに減少している．在宅介護

の機会が増えることにより，「介護の担い手世代」が失う就職機会は経済損失につな

がる．また，核家族化の傾向も進んでいる．厚労省が政策説明で示すポンチ絵には，

在宅医療の将来展望を見えなくするこれらの因子については描かれていない．

さて，本誌には症例報告も多く掲載されている．症例報告は貴重な症例の経験を読

者と共有するという意義のほかに，ビギナー著者にとって論文投稿の登竜門としての

意味合いがある．専門医受験にも筆頭論文が必要になった．指導的立場の先生方には

適切な論文執筆のご指導をぜひお願いしたい．
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